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論文審査の要旨

ポリエチレンテレフタレート（PET ）人工靭帯は、膝前十字靭帯再建術などに用いら

れているが、人工靭帯と骨の固着に時間がかかるのが問題とされてきた。本研究ではこ

のことを解決するためにケイ酸ストロンチウム（SrSiP ）を PET フィルムや人工靭帯にコ

ートすることにより骨形成が促進されるかどうかを検討している。

ラットの骨髄間葉系細胞（BMSC ）を用いて SrSiP をコートしたフィルムや人工靭帯

の上で培養し、非コート群と比較したところ、培地中のオステオカルシン（OC）濃度はと

もに SrSiP 群が有意に高かった。定量PCR でも、 oc、ALP 、BMP2 、Runx2 の mRNA 発

現は、 SrSiP 群で、有意に高かった。さらにラビットの腔骨に人工靭帯を移植し、 2か月後

に取り出し組織学的評価を行ったところ、 SrSiP 群でのみ人工靭帯の周囲に新生骨を認

めた。

本研究によって SrSiP コートすることで骨形成が促進されることが明らかとなり、今

後本領域のさらなる発展に寄与するものと期待される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。
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